
 

 

 

          

              

 

天
神
さ
ま
の
豆
知
識 

～
世
界
最
古
の
国
「
日
本
」
～ 

我
が
国
は
、
世
界
で
一
番
長
い
歴
史
を
持
つ
と

い
う
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
？
中
国
黄
河(

こ
う

が)

文
明
や
エ
ジ
プ
ト
文
明
な
ど
は
、
日
本
よ
り

も
古
い
と
思
う
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
日
本
に
は

ま
だ
国
ら
し
い
国
が
な
か
っ
た
時
代
で
す
。
で
も

中
国
や
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
当
時
の
王
朝
は
す
で

に
滅
び
、
今
は
も
う
あ
り
ま
せ
ん
。
天
皇
や
王
を

も
つ
国
を
「
君
主
制
国
家(

く
ん
し
ゅ
せ
い
こ
っ

か)

」
と
い
い
ま
す
が
、
今
か
ら
百
年
ほ
ど
前
に

は
地
球
上
に
五
十
前
後
の
君
主
国
家
が
あ
り
ま

し
た
。
で
も
そ
の
数
は
だ
ん
だ
ん
減
り
、
現
在
で

は
日
本
を
含
め
三
十
カ
国
以
下
に
な
り
ま
し
た
。

歴
史
上
、
数
々
の
王
朝
が
誕
生
し
て
は
消
え
て
い

き
ま
し
た
が
、
全
て
の
王
朝
の
中
で
最
も
長
い
歴

史
を
持
つ
の
が
日
本
で
す
。
た
と
え
ば
中
国
の
歴

史
は
王
朝
交
代
の
歴
史
で
、
三
百
年
以
上
持
ち
こ

た
え
た
王
朝
は
あ
り
ま
せ
ん
。
西
暦
一
九
一
一
年

に
辛
亥
革
命(

し
ん
が
い
か
く
め
い)

が
起
き
て
、

清
朝(

し
ん
ち
ょ
う)

最
後
の
皇
帝
溥
儀(

ふ
ぎ)

が

退
位
し
て
か
ら
、
中
国
に
王
朝
は
な
く
な
り
ま
し

た
。
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
一
番
歴
史
が
古
い
王
朝

は
英
国(

イ
ギ
リ
ス)

で
す
が
、
初
代
国
王
の
ウ
ィ

リ
ア
ム
一
世
が
英
国
を
征
服
し
た
の
が
西
暦
一

〇
六
六
年
な
の
で
、
英
国
王
室
の
歴
史
は
九
百
数

十
年
で
す
。
現
在
の
英
国
女
王
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
二

世
で
、
第
四
十
一
代
目
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
英
国
王
室
よ
り
も
長
い
歴
史
を
も
つ
の
は
、

世
界
中
で
日
本
の
「
大
和
王
朝(

や
ま
と
お
う
ち

ょ
う)

」
だ
け
で
す
。
今
か
ら
約
二
千
七
百
年
前

の
紀
元
前
六
六
〇
年
、
神
日
本
磐
余
彦(

か
む
や

ま
と
い
わ
れ
び
こ
の
み
こ
と)

と
い
う
人
物
が
大

和
の
地
に
国
を
造
っ
た
の
が
日
本
国
の
始
ま
り

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
人
物
こ
そ
が
最
初
の
天

皇
で
、
後
に
「
神
武
天
皇(

じ
ん
む
て
ん
の
う)

」

と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
神
武
天
皇
が
国

を
造
っ
た
こ
と
は
、
正
史(
せ
い
し)(

国
家
に
よ
っ

て
ま
と
め
ら
れ
た
正
式
な
歴
史
書)

で
あ
る
『
日

本
書
紀
』
と
い
う
書
物
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
建

国
か
ら
現
在
ま
で
、
天
皇
は
例
外
な
く
神
武
天
皇

の
子
孫
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
天
皇
の
位
が
神
武
天
皇
の
子
孫
に
よ

っ
て
ず
っ
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
こ
と
を
「
万

世
一
系(

ば
ん
せ
い
い
っ
け
い)

」
と
い
い
ま
す
。

日
本
国
は
建
国
か
ら
ず
っ
と
、
万
世
一
系
の
天

皇
が
君
臨
し
て
き
た
わ
け
で
す
。
我
が
国
の
歴

史
に
は
、
神
武
天
皇
以
来
、
こ
れ
ま
で
一
二
四

代
の
天
皇
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
し
て

現
在
の
天
皇
陛
下
は
、
第
一
二
五
代
で
い
ら
っ

し
ゃ
ま
す
。
神
武
天
皇
が
造
っ
た
国
「
大
和
王

朝
」
は
後
に
「
日
本
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
一
度
も
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、

同
じ
国
が
続
い
て
い
る
の
で
す
。
二
千
七
百
年
、

百
二
十
五
代
の
天
皇
の
歴
史
は
世
界
に
類
を
見

な
い
も
の
な
の
で
す
。
歴
史
な
ど
を
研
究
し
て

い
る
学
者
の
中
に
は
「
日
本
の
建
国
は
そ
ん
な

に
古
く
な
い
」
と
か
、「
神
武
天
皇
は
存
在
し
な

か
っ
た
」
と
か
、「
途
中
で
王
朝
が
交
代
し
て
い

る
」
と
い
う
よ
う
な
説
を
主
張
す
る
人
が
い
ま

す
。
学
者
同
士
が
違
う
意
見
を
い
う
こ
と
は
よ

く
あ
る
こ
と
な
の
で
、
こ
の
よ
う
な
議
論
が
あ

っ
て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
王

朝
の
歴
史
が
最
も
短
く
な
る
学
説
を
採
用
し
て
、

一
番
短
く
計
算
し
て
も
大
和
王
朝
は
約
千
五
百

年
の
歴
史
が
あ
り
、
世
界
最
古
の
王
朝
で
あ
る

こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
二
月
十
一
日

は
、「
建
国
記
念
の
日
」
と
し
て
国
民
の
祝
日
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
『
日
本
書
紀
』
に

書
か
れ
た
こ
と
を
も
と
に
決
め
ら
れ
た
こ
と
で

す
。
ま
た
我
が
国
の
法
律
の
中
で
最
も
大
切
な

法
律
で
あ
る
「
日
本
国
憲
法
」
の
第
一
条
は
天

皇
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ど
の
国
の
憲

法
も
一
番
初
め
に
は
最
も
大
切
な
こ
と
を
書
き

ま
す
。
こ
の
よ 

う
な
歴
史
は
、

日
本
人
と
し
て

是
非
知
っ
て
お

き
た
い
と
こ
ろ

で
す
。
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３日 節分 四季の節目を指す立春・立夏・立秋・立冬のう

ち、特に冬(陰)から春(陽)に移り変わる立春が、節気による正月節

として重視されたため、一般的には立春の前日を節分と呼んでいま

す。この日には一年間の無病息災を祈る節分行事が行われます。 
４日 初午 2月最初の午の日に、京都の伏見稲荷大社をはじ

め、全国各地の稲荷神社などでは初午祭が行われます。初午の日は、

和銅四年(711)二月のこの日に稲荷神が初めて三ヶ峰(稲荷山)に降

臨されたことにちなむもので、このことが、稲荷神社の総本社であ

る伏見稲荷大社の鎮座の由来ともなっており、全国の神社では特に

重要な日として祭事が行われます。初午の行事は、中世からの稲荷

信仰の普及とともに、庶民の間で全国的に広まりました。この時期

は農事始めともなっているため、その年の五穀豊穣や、豊漁の祈願、

また現在では商売繁盛・事業繁栄・家内安全などを願います。 

11 日 建国記念の日神武天皇が橿原(かしはら)の宮

に即位された日(『日本書紀』)を太陽暦に換算し、建国の日と定め

ました。明治六年に「紀元節」として祝日となりましたが、戦後は

一旦廃止されました。その後多くの国民の声により、昭和４１年に

あらためて国民の祝日に加えられました。 

17 日 祈年祭 祈年祭は、「としごいのまつり」とも称し、

収穫感謝祭である新嘗祭(にいなめさい)と対になる形で、古くから

重要な祭祀とされてきました。毎年、2月 17日に五穀豊穣と国家安

泰を神々に祈る祭りであり、宮中や伊勢神宮をはじめ、全国各地の

神社において行われています。 

 

本日はよくお参り下さいました 
梅の花がほころび、暖かい日中には、春のような陽気を感

じることもある今日このごろですが、皆さんいかがおすご

しでしょうか。現在天神社では、受験シーズン真っ最中、

毎朝７時３０分頃より受験当日合格祈願を行っています。 

朝の御日供祭(おにっくさい)に併せて 

行っています。御日供とは日毎神さま 

にお供えするお食事のことです。日供 

祭の祝詞には、神さまの日々のご加護 

に感謝申し上げ、つつがなく一日を過 

ごすことができますように、氏子崇敬 

者の皆さんの繁栄発展をお祈りしてい 

ます。世の安寧を祈る内容の祝詞です。心を落ち着けて祈

ることは、慌ただしくすぎる時間の中で、とても大切なこ

とと思います。情報量も多く、めまぐるしく過ぎていく毎

日の中で、周りに流されず、自分らしく生きていくことは、

簡単なようで難しいことです。神さまと向き合ったときに、

恥ずかしくない自分でいたいものです。今月は節分、初午

と、初旬にいくつか行事があります。節分厄除大祭という

言葉も聞きますが、厄払いは節分までに行うのが良いとさ

れています。お払いをお考えの方はお早めにお申込み下さ

い。今月も皆さんが災禍なくご無事でありますよう心より

お祈り申し上げます。(権禰宜 道子) 

HPもご覧ください 

 
鬼は外、福は内♪ 

二
月
十
一
日 

建
国
記
念
日 


